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デンマーク語イントネーションの記述に向けて 




Towards a Description of Danish Intonation: 




要旨：This paper aims at exploring further into Danish intonation from descriptive linguistic point of view. 
Although a large number of studies have been made on Danish intonation, little is known and we still lack 
enough data and knowledge to be utilized in an actual pedagogical situation. This ascribes to the fact that 
the primary interest of scholars lies in acoustic/experimental analysis and mathematical modeling of 
intonation. To deepen our knowledge and understanding about Danish intonation, the author conducted 
field researches and elicited the primary data of intonation. Based on the data, this paper discusses the 
relationship between several sentence types and terminal tonal patterns and reveals several important basic 
key concepts and mechanisms operative behind intonation. 
 
キーワード：リズム (rhythm)、イントネーション単位と核 (intonation units and nuclei)、
文の種類と核音調 (sentence types and nuclear tones)、弱母音の脱落 (schwa-
deletion) 
 






























2.  デンマーク語に関する基本情報 
2. 1  使用地域・話者人口ほか 












2. 2. 1  音素目録 
分析する者の依って立つ理論的基盤により設定される音素の数は増減するが、筆者の解釈
では次頁に示すように、14 個の母音音素と 21 個の子音音素が立てられる: 
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主強勢は必ず後ろ（右）から数えて三つ目までの音節（末尾音節 ultimate syllable, 次末音節
penultimate syllable、前次末音節 antipenultimate syllable）のいずれかに現れる。 
 




はほとんどない (Fischer-Jørgensen 1989)。Stød はデンマーク語の発音を特徴付ける韻律的現
象で、且つ、また本論考の主題であるイントネーションにも僅かながらも関連するため、本














トに比して stød の弁別力は著しく低く、stød の有無のみで対立する最小対は、単一の形態素
からなるいわゆる単純語に関しては極めて少ない (stød の有り・無しの順に語例を示す)： 
 
 
2. 3.  統語構造 
本稿の主題であるイントネーションを読者がよりよく理解できるよう、本節ではデンマー
ク語の平叙文と疑問文の構造の概略を示す。 
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する(Kirk (2008), Kirk and Mølgaard Jørgensen (2006)): 
 
(7) デンマーク語発音教育の問題点 




3. 2  記述研究 
特定の理論的枠組みの構築を目的とせず、また特定の理論的枠組みに依拠することなく、
観察された現象を過不足なく説明することを試みる姿勢を仮に「記述的」と呼ぶとすれば、











3. 3  記述文法・参照文法 
Hansen (1967a, b, c) は、現代デンマーク語の発音から形態論、語形成、統語論に至るまで
を幅広く詳述した労作であるが、イントネーションに関する記述は一切ない。 
また、デンマーク語学習者や研究者を読者として想定したいわゆる参照文法書である
Lundskær-Nielsen and Holmes (2010) も、分節音と強勢に関する比較的詳細な記述はあるもの
の、イントネーションに関しては一切扱っていない。 
管見に及ぶ範囲では、仏語で記された Spore (1965) がイントネーションについて言及した
唯一の参照文法書と思われるが、分裂文（英文法で言う強調構文に相当）や相手の発話内容






3. 4  音声学・音韻論に関する研究書並びに概説書 
デンマーク語音声研究の領域における古典的必読書である Jespersen (19343; 初版は 1906
年に出版) も、現代的な用語で言うところのイントネーションに相当する現象に関して考察







述しており、Jespersen (19343) と並び必読書と呼ぶべきものであるが、残念ながら Jespersen 
(19343) と同様、イントネーションに関する記述は見当たらない。 
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3. 5  実験研究 
デンマーク語に関する実験音声学的研究は長い歴史を誇り、質量ともに豊富である。イン
トネーションにまつわる実験研究も極めて豊富であるが、その殆どが音響分析に基づくイン
トネーション曲線のモデル化 (例: Grønnum (1992)) や、数式や統計を利用した数理モデル化 














a. 基礎資料の蓄積: 可能な限り様々な種類の文（例: 疑問文、文構造の不完全な疑問文）
を、可能な限り自然な形で採取する。 
b. 文の種類と文末音調（例: 下降調）の関係の整理: どのような種類の文がどのような文
末音調を伴う（傾向にあるか）詳細に対応関係を整理・分析する。 
c. イントネーションに関わる諸概念（例: リズム）や諸現象の整理と分析: イントネーシ
ョンの基盤を成すリズムに関して詳細な記述・分析を通じて基本事項の整理を行う; ま
た、関連する諸現象（例: 弱母音の脱落; 6.4 節を参照）の記述と分析を行う。 
 




4.  調査の概要と資料（データ） 




                                                  
1 従来、基本周波数の表記には F0（エフゼロ）を用いるのが慣習であり、本稿でもこの慣例に倣ったが、
近年の傾向として、1o（エフオー）という表記を用いることが推奨されている（榊原ほか (2017)）。 
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(9) インフォーマント: 
・Evi Egholm 氏 (女性)2。 
・1973 年ユトランド半島（Jylland）北部の Lemvig の生まれ。生後間もなくフューン島
（Fyn）のオーデンセ（Odense; インフォーマントの現在の実家が所在）や Vissenbjerg







・調査は母語話者宅（Frederikberg; København から地下鉄で 10 分ほどの距離）にて実施




は Anything else?）も採取した（調査項目に関する詳細は 4.2 節を参照されたい）。 
・読み上げ調査（後述）に使用した調査項目は全て筆者の作例であり、項目作成の際に







り若干の調整は行ったが、提示する文は 140 ポイント程度のフォントで記した。 
・各ダイアローグを一度に一回ずつ読み上げてもらい、これを 1 セットし、合計で 4 セ
ット実施した。（各文、合計で 4 回ずつの読み上げ; なお、1 セット目は練習としての
位置付け）。 
・インフォーマントの承諾を得た上で、調査の一部始終をデジタル媒体にて録音





                                                  
2 本研究の調査においてインフォーマントして尽力してくださった Egholm 氏にこの場をお借りして心よ
り御礼を申し上げる。 
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4.2  資料（データ） 
4.2.1  平叙文 
今回の調査で採取した平叙文は、項目数としては 102 例。先述の通り、実際の調査では読
み上げを 4 回を実施しているため、延べ 408 例を採取したことになる。具体例は 5.2.2.1 節
「平叙文」を参照。 
 
4.2.2  疑問文 
まず、Yes/No-疑問文に関して。主語や述語動詞、目的語等の省略がなく、構造的に完全な
疑問文は、項目数としては 38 例、延べ 152 例（38×4 セット）を採取した。また、疑問詞疑
問文に関しては、同じく構造的に完全なものは、項目数としては 48 例、延べ 192 例（48×4
セット）を採取した。いずれも具体例は 5.2.2.2 節「疑問文（文構造の完全な yes/no-・疑問詞
疑問文）」を参照。 







今回の調査では付加疑問文 (tag question) も採取した。項目数は 12 例、延べ 48 例（12×












同じく文末音調が下降調であることが筆者の調査で明らかとなっている (三村 2018a: 38)。 
このような背景を踏まえて、デンマーク語において問い返し疑問文がイントネーション上






5.  イントーネーションと関連諸概念の記述と整理 
5.1  リズム 








なお、上記の分類は、英語に関して伝統的に指摘されている分類 (例: Pike (1945: 118)) にほ
ぼ相当するものである。 
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た例は、前置詞 fra が文末に現れることでリズムの拍を担っていることを示す例である。 
 












(Abercrombie (1967: 131)) や、デンマーク語音声学において trykgruppe (Eng. stress group) と








5.2  文末音調（核音調）の分析と整理 
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文の意味に応じて変動し得るため、文の意味の点から次のようにイントネーション単位を規

























疑問文の場合ほど高くはない; (11b)の疑問文と平叙文の søster を比較せよ; 次頁の図 1 も参





                                                  
3 筆者の提案するイントネーション単位に相当する単位はこれまで多くの研究者により提案されてきたが、
実に様々な用語が使用されており、その統一が急務であろう(cf. Fox (2000: 288); sprechtakt, breath-group, tone-
group, rhythm unit, phonemic clause, tone-unit, intonation-group, intonation phrase)。 
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er   det   din s  ø  s  t  e r







j    a    det  er  min s   ø      s     t    e   r
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H u n k a n i k k e t  a  l  e j a p    a    n   s k hunKan g o d t t   a   l   e j a p   a  n    s k
Hun kan ikke tale japansk. Kan hun godt tale japansk?
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5.2.2.4  付加疑問文 
デンマーク語の付加疑問文は、肯定文の文末に英語の not に相当する否定副詞 ikke を付加
し、また否定文の場合は文末に副詞 vel (意味的には英語の well に相当)を付加することで作
られる。また、口語的な文体では、否定文か肯定文かの別を問わず、文末に疑問代名詞 hvad 
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5.2.2.5  問い返し疑問文 














6.  結語 
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ムのパターンに関連があることが指摘されているが (Ladd 1996: 185)5、デンマーク語に関し
ては筆者は寡聞にして類似する現象を知らない。今後の調査を通じて明らかにしていきたい。 
 
















                                                  
5 筆者の行った読み上げ調査では、情報の新旧と文のリズムのパターンの間に必ずしも顕著な差異が確認
されなかった(三村 20167 157)。 
6 デンマーク語には DanPass と呼ばれるアノテーション付きの大規模音声コーパスが構築されている (詳
細は Grønnum 2009 を参照)が、本文において述べた「偏り」や「バランス」の点から、本研究においては
敢えて DanPass を参照することを避けた。 
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か否かは別できないと言う事態が起こり得る。例えば、既に引用した (11c) と (12d) の対な
どは母語話者にとって分かりづらい事例の好例であると考えられる。文末音調を担う音節が、
(11c) と (12d) のいずれの場合も stød を伴っており下降調が現れるため、聴覚印象としては
顕著な差異が感じられない訳であるが、ピッチ曲線（第 5.2.2.2 節・図 2 参照）を通じて視覚
的に比較してみると、全体的な音調の変動幅 (register) や下降調の下げ幅に差異を読み取る
ことができる。今後は、類例を豊富に採取することで統計的な考察を行うとともに、知覚実
験（私信: 窪薗晴夫先生・伊藤順子先生 2018 年 6 月 9 日）などを通じて、平叙文と疑問文の
観察される下降調における真に有意義な差異は何であるか、解明を進めていきたい。 
 
6.4  関連する現象: 弱母音 (曖昧母音) の脱落と成節子音化 
既に第 2.2.1 節にて概観した通り、デンマーク語にはいわゆる曖昧母音 (schwa) が音素と






デンマーク語の曖昧母音は、共鳴音 (sonorants: 接近音・側面音・鼻音) に先行ないし後続
する場合に脱落しうることが既に知られており、また脱落に付随して、先行ないし後続する
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